
 
 
 
 
 

     

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 

梅
雨
も
明
け
た
と
思
わ
せ

る
よ
う
な
、
う
だ
る
暑
さ
の
毎
日
で
す
。 

私
が
、

幼
い
こ
ろ
の
梅
雨
は
、
し
と
し
と
と
降
り
続
き
、
じ

め
じ
め
し
た
う
っ
と
し
い
天
候
で
あ
っ
た
よ
う
に

記
憶
し
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
当
初
は
、
空
梅
雨

か
と
思
い
き
や
、
九
州
を
襲
っ
た
豪
雨
に
も
象
徴
さ

れ
ま
す
が
、
彦
島
に
も
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
た
り

と
極
端
な
天
候
で
す
。 

九
州
地
方
に
甚
大
（
じ
ん

だ
い
）
な
る
災
害
、
神
様
も
仏
様
も
な
い
よ
う
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
豪
雨
、
線
上
降
水
帯
（
せ
ん
じ
ょ

う
こ
う
す
い
た
い
）
の
発
生
に
よ
る
も
の
だ
そ
う
で

す
。 

線
上
降
水
帯
は
、
同
じ
場
所
で
積
乱
雲
が

次
々
と
発
生
し
て
帯
状
に
連
な
る
現
象
で
、
数
時

間
に
わ
た
り
同
じ
場
所
に
停
滞
し
大
雨
を
も
た

ら
し
ま
す
。 

帯
の
幅
は
二
十
～
五
十
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
長
さ
は
五
十
～
三
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及

び
ま
す
。 

気
象
庁
気
象
研
究
所
に
よ
る
と
、
台

風
に
よ
る
直
接
的
な
大
雨
を
除
き
、
日
本
で
起
き

た
集
中
豪
雨
事
例
の
約
三
分
の
二
で
、
線
状
降
水

帯
が
発
生
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

宮
司

プ
レ
ス
の
既
刊
号
（
き
か
ん
ご
う
）
に
も
記
述
（
き

じ
ゅ
つ
）
し
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
夏 

     

目
漱
石
（
な
つ
め 

そ
う
せ
き
）
さ
ん
の
お
弟
子

さ
ん
で
、
物
理
学
者
の
寺
田
寅
彦
（
て
ら
だ 

と

ら
ひ
こ
）
さ
ん
は
、
関
東
大
震
災
の
直
後
に
、「
災

害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」
と
お
っ
し
ゃ
ら

れ
ま
し
た
。 

最
近
は
、
こ
の
言
葉
の
後
に
「
必

ず
く
る
」
と
い
う
の
を
加
え
て
、
備
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

宮
司
プ
レ
ス
百
二
十

三
号
に
、
幕
末
の
儒
学
者
（
じ
ゅ
が
く
し
ゃ
）
で

あ
る
山
田
方
谷
（
や
ま
だ 

ほ
う
こ
く
）
さ
ん
の

「
至
誠
則
怛
（
し
せ
い
そ
く
だ
つ
）」
と
い
う
言

葉
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

人
に
は
、
他
の
方
々
の

悲
し
み
苦
し
み
を
慮
（
お
も
ん
ば
か
）
る
、
よ
く
よ

く
考
え
る
、
思
い
め
ぐ
ら
す
、
思
い
や
る
、
誠
の
心

が
大
事
だ
と
説
か
れ
た
の
で
す
。 

実
は
、
ノ
ー
ベ

ル
賞
を
受
賞
さ
れ
た
大
村
智
博
士
も
、「
至
誠
則
怛
」

を
研
究
の
支
え
と
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

私
共
も
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
こ
と
に
心
を
寄
せ
な

が
ら
「
相
互
扶
助
（
そ
う
ご
ふ
じ
ょ
）
相
互
規
制
（
そ

う
ご
き
せ
い
）」
で
、「
共
生
社
会
」
を
め
ざ
し
た
い

も
の
で
す
。 

さ
て
、
宮
司
プ
レ
ス
百
二
十
五
号
の

発
行
で
す
。 

一
月
に
二
回
発
行
し
た
の
は
、
こ
れ

ま
で
、
二
度
あ
り
ま
す
。 

平
成
二
十
五
年
十
一
月

の
八
十
九
号
、
九
十
号
、
さ
ら
に
、
平
成
二
十
七
年

十
二
月
の
百
九
号
、
百
十
号
で
す
。 

三
回
目
の
一

月
に
二
回
発
行
と
い
う
快
挙
で
、
遅
れ
の
累
積
を
一

つ
減
ら
す
こ
と
が
、
叶
い
は
し
ま
し
た
が
、
九
ヶ
月

遅
れ
の
宮
司
プ
レ
ス
の
発
行
で
す
。 

◇
夏
の
ご
あ
い
さ
つ
の
贈
り
物
を
い
た
だ
い
た
り
、

贈
っ
た
り
す
る
、「
お
中
元
」
の
季
節
と
な
り
ま
し

た
。 

こ
の
「
お
中
元
」
の
由
来
は
、
古
代
中
国
の

道
教
（
ど
う
き
ょ
う
）
で
中
元
（
七
月
十
五
日
）
の

行
事
と
仏
教
の
お
盆
の
行
事
が
結
び
つ
き
、
受
け
継

が
れ
て
い
る
も
の
で
す
。 

私
は
、「
お
中
元
」
の 

お
品
を
頂
戴
し
ま
し
た
ら
、
お
礼
状
を
認
（
し
た
た
）

め
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。 

「
水
茎
（
み
ず
く

き
）
の
跡
（
あ
と
）」（
筆
跡
や
手
紙
の
こ
と
で
す
）

が
、
麗
し
く
な
く
、
拙
（
つ
た
な
）
い
の
で
す
が
、

墨
書
（
ぼ
く
し
ょ
）
を
し
て
い
ま
す
。 

先
月
号
に

も
記
述
し
ま
し
た
が
、
こ
の
折
節
（
お
り
ふ
し
）
の

し
き
た
り
は
、「
生
活
の
古
典
」
で
あ
り
ま
す
か
ら
、

大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。 

◇
唐
の
国
の
第
二
代
皇
帝
で
あ
る
太
宗
（
た
い
そ
う
）

の
言
行
録
（
げ
ん
こ
う
ろ
く
）
で
あ
る
「
貞
観
政
要

（
じ
ょ
う
が
ん
せ
い
よ
う
）」
に
は
、
リ
ー
ダ
ー
は
、

三
つ
の
鏡
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。 

そ
れ
は
、「
銅
の
鏡
」「
歴
史
の
鏡
」

「
人
の
鏡
」」
な
の
だ
そ
う
で
す
。 

「
銅
の
鏡
」

は
、
明
る
く
元
気
で
楽
し
そ
う
な
顔
し
て
い
る
か
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
鏡
、
身
な
り
を
正
す
た
め
の
鏡
。 

 

宮
司
プ
レ
ス
百
二
十
五
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「
歴
史
の
鏡
」
は
、
過
去
か
ら
学
ぶ
と
い
う
こ
と
で

す
。「
人
の
鏡
」
は
、
厳
し
く
諫
（
い
さ
）
め
て
く

れ
る
部
下
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
す
。 

他
人
か
ら

の
助
言
に
耳
を
傾
け
る
謙
虚
な
姿
勢
で
し
ょ
う
。 

亡
く
な
ら
れ
た
渡
部
昇
一
先
生
は
、「
民
主
主
義
に

は
横
の
民
主
主
義
と
縦
の
民
主
主
義
が
あ
る
」
と
仰

ら
れ
ま
し
た
。 

横
の
民
主
主
義
と
は
、
今
こ
の
社

会
に
生
き
て
い
る
我
々
の
こ
と
で
、
太
宗
の
い
う

「
銅
の
鏡
」「
人
の
鏡
」
に
あ
た
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。 

縦
の
民
主
主
義
は
、
遠
い
祖
先
か
ら
の
歴
史

で
、「
歴
史
の
鏡
」
で
す
。 

社
会
は
、
今
生
き
て

い
る
私
た
ち
の
判
断
で
物
事
を
決
め
る
の
で
は
な

く
、
遠
い
祖
先
か
ら
の
歴
史
や
未
来
に
向
け
た
先
見

力
も
併
せ
持
つ
改
革
を
す
す
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
の
が
、
渡
部
昇
一
先
生
の
提
唱
さ
れ
た

「
横
と
縦
の
民
主
主
義
」
で
す
。 

 

◇
ま
さ
に
、
そ
れ
は
、
古
き
を
た
ず
ね
て
新
し
き
を

知
る
と
い
う
「
温
故
知
新
（
お
ん
こ
ち
し
ん
）」
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

後
醍
醐
天
皇
さ
ま
は
、「
み

な
人
の 

心
を
み
が
け 

ち
は
や
ふ
る 

神
の
鏡

の
く
も
る
と
き
な
く
」
と
い
う
御
製
を
残
し
て
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

神
様
の
鏡
が
、
く
も
る
と
き
が

な
い
よ
う
に
、
我
々
の
心
の
鏡
も
そ
う
あ
り
た
い
も

の
で
あ
る
と
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。 

心
の
鏡
を
と
ぎ

す
ま
し
て
、
三
つ
の
鏡
を
持
ち
つ
つ
、
輝
か
し
い
未

来
で
あ
る
よ
う
に
、
つ
と
め
た
い
も
の
で
す
。 

ご

自
愛
く
だ
さ
い
。 

◇
六
月
の
祭
典
行
事
報
告 

▼
月
次
祭 

＊
六
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
海
士
郷
恵
比
寿
神
社
例
祭 

 

＊
六
月
十
日 

 

▼
朝
粥
会 

＊
六
月
二
十
一
日 

 

▼
大
祓
式 

＊
六
月
三
十
日 

 

▼
絵
画
奉
納 

＊
六
月
吉
日 

 
 
 

 

◇
六
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
活
動
報
告 

 

▼
八
幡
宮
関
係
団
体 

 
 

◇
早
起
会
総
会 

＊
六
月
一
日 

 
 

◇
維
蘇
志
会
六
月
例
会 

＊
六
月
六
日 

◇
奉
賛
会
行
事
委
員
会
茅
の
輪
奉
製
作
業
、
行

事
委
員
会 

＊
六
月
二
十
九
日 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

 
 

◇
山
口
県
神
社
庁
神
職
大
会 

＊
六
月
六
日 

◇
山
口
県
神
社
庁
神
道
史
研
究
会
＊
六
月
六
日

◇
中
国
地
区
女
子
神
職
研
修
会 

＊
六
月
八
日 

 
 

◇
山
口
県
神
社
庁
祭
式
委
員
会
研
修
会 

＊
六
月
十
二
日 

◇
山
口
県
神
社
庁
教
誨
師
会 

＊
六
月
十
二
日 

◇
山
口
県
神
社
庁
下
関
支
部
幹
事
会 

 

＊
六
月
十
三
日 

◇
中
国
地
区
氏
青
神
青
合
同
研
修
会 

＊
六
月
十
七
日
～
十
八
日 

 
 

◇
山
口
県
神
社
庁
臨
時
役
員
会 

＊
六
月
二
十
日 

 
 

◇
山
口
県
神
社
庁
定
例
協
議
員
会 

 
 
 
 

＊
六
月
二
十
日 

 
 

◇
北
九
州
神
職
会
親
睦
球
技
大
会 

 
 
 
 

＊
六
月
二
十
二
日 

 
 

◇
元
山
口
県
神
社
総
代
会
会
長
小
田
明
氏
叙
勲

祝
賀
会 

＊
六
月
二
十
五
日 

 
 

◇
巡
回
社
頭
講
話
研
修
会 

於 

柳
井
市 

 
 
 

＊
六
月
二
十
八
日 

 

▼
下
関
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 
 

◇
例
会 

＊
六
月
七
日 

 
 

◇
理
事
会 

＊
六
月
七
日 

 

▼
そ
の
他 

 

◇
下
関
木
鶏
ク
ラ
ブ
例
会 

＊
六
月
一
日 

◇
人
権
擁
護
委
員
人
権
相
談 

＊
六
月
二
日 

◇
下
関
市
立
西
山
小
学
校
あ
い
さ
つ
運
動 

 

＊
六
月
九
日 

◇
社
会
福
祉
法
人
松
美
会
評
議
員
会 

＊
六
月
十
四
日 

◇
迫
町
自
治
会
役
員
会 

＊
六
月
二
十
一
日 

◇
西
中
国
信
用
金
庫
総
代
会 

＊
六
月
二
十
三
日 

◇
下
関
市
立
玄
洋
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
歓
送
迎
会 

 

＊
六
月
二
十
三
日 

◇
迫
町
自
治
会
ク
リ
ー
ン
作
戦 

＊
六
月
十
一
日 


